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高
校
と
の
関
係
性
が
つ
く
れ
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
」と
い
う
こ
と
だ
。
中
に
は「
地

域
ご
と
に
入
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
」「
初

め
て
入
学
者
が
出
た
高
校
は
必
ず
行
く
」

「
学
長
自
ら
訪
問
」
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。

さ
ら
に
訪
問
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
学
の

一
方
的
な
P
R
で
は
な
く
、
相
手
（
高
校
）

の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
提
供
す
る
情
報
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
い
る
大
学
が
め
だ
っ
た
。
特
に
推

薦
・
A
O
入
試
の
割
合
が
高
い
場
合
、
受

験
生
の
掘
り
起
こ
し
が
鍵
と
な
る
が
、
訪

問
時
に
「
本
学
を
志
望
す
る
生
徒
の
相
談

も
受
け
る
」
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
の
た
め
、

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
地
元
以
外
へ
の

広
報
を
強
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
高

校
は
エ
リ
ア
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
。

よ
っ
て
今
後
は
エ
リ
ア
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、画
一
的
で
な
い
情
報
を
提
供
し
た
い
。

　
高
校
訪
問
は
あ
る
程
度
の
校
数
は
必
要

だ
が
、
渡
し
た
名
刺
や
資
料
の
数
だ
け
で

は
「
志
望
度
の
高
い
」
生
徒
を
高
校
か
ら

送
り
出
し
て
も
ら
え
な
い
。
定
め
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
合
致
す
る
高
校
と
質
の
高
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
、
結

果
的
に
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
ろ
う
。

　
左
上
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
あ
る
エ
リ

　　
高
校
生
の
進
路
選
択
に
お
け
る
高
校
教

員
の
関
わ
り
方
が
変
化
し
て
い
る
。
ひ
と

昔
前
は
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
主
に
地
方
部
や
私
立
の
高
校
だ
っ
た

が
、
今
で
は
都
市
部
の
高
校
で
も
非
常
に

熱
心
で
あ
る
。
全
国
的
に
「
高
校
は
生
徒

の
卒
業
後
の
将
来
に
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
」
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
、
高
校
教

員
が
生
徒
の
進
路
選
択
に
積
極
的
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高

校
教
員
の
大
学
へ
の
評
価
が
、
生
徒
の
志

望
校
決
定
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　
大
学
に
と
っ
て
生
徒
を
送
り
出
し
て
く

れ
る
高
校
は
、〝
顧
客
〞の
よ
う
な
存
在
だ
。

関
係
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
お
願
い
す
る
立
場
に
な
る
の

で
、
ど
う
し
て
も
遠
慮
し
が
ち
に
な
る
。

し
か
し
大
学
は
、
募
集
広
報
の
点
で
も
、

教
育
の
接
続
の
点
で
も
、
高
校
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
　
T
H
E
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
の
「
教
育
満
足

度
」
が
高
か
っ
た
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
結
果
を
基
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
大
学
に
共
通
し
て
い
る
の
は

高
校
訪
問
な
ど
、高
校
教
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
重
視
し
て
い
る
点
だ
。
高
校
訪
問
は

担
当
者
を
決
め
、
複
数
回
訪
問
す
る
と
い

う
大
学
が
多
い
。「
情
報
が
統
一
化
で
き
、

ア
内
の
入
試
難
易
度
が
同
レ
ベ
ル
の
複
数

の
大
学
に
つ
い
て
、
進
路
指
導
教
員
に
調

査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。「
高

校
訪
問
の
頻
度
が
最
も
高
い
大
学
」「
情

報
提
供
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
大
学
」
を

挙
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
【
図
１
】、「
訪

問
の
頻
度
」
と
「
情
報
提
供
の
わ
か
り
や

す
さ
」
が
同
程
度
の
評
価
の
大
学
も
あ
れ

ば
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
大
学
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
B
大
学
は
教
育
改
革
に

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
生
徒
を
成
長
さ
せ
る
と
は
あ
ま

り
見
ら
れ
て
い
な
い【
図
２
】。こ
の
場
合
、

学
生
を
育
て
る
し
く
み
を
発
信
す
べ
き
だ

ろ
う
。
訪
問
を
重
ね
る
こ
と
で
情
報
量
は

多
く
な
る
が
、「
ど
ん
な
情
報
を
、
い
か

に
伝
え
る
か
」
も
重
要
だ
と
言
え
よ
う
。

　
一
般
的
に
高
校
教
員
は
、
入
試
を
通
じ

て
大
学
を
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
。
生
徒

の
３
年
間
の
学
習
成
果
を
入
試
で
認
め
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
学
力
を
評

価
し
な
い
タ
イ
プ
の
推
薦
・
A
O
入
試
を

生
徒
に
勧
め
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
。

ま
た
、
受
験
指
導
に
必
要
な
情
報
（
合
格

最
低
点
等
）
を
開
示
し
な
い
大
学
、
入
試

に
そ
の
大
学
ら
し
さ
が
な
い
大
学
（
過
度

に
多
様
化
し
た
だ
け
の
入
試
方
式
等
）
は

低
い
評
価
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
。

　
と
す
る
と
、
今
回
の
入
試
改
革
は
学
生

募
集
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
反
面
、
大
学
の

入
試
改
革
へ
の
姿
勢
、
熱
意
が
比
較
さ
れ

や
す
く
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
自
学
の
学

び
に
合
っ
た
学
生
募
集
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
入
試
を
用
意
す
る
か
は
、
高
校
教
員

と
の
関
係
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ

ろ
う
。

　高校訪問、特に地方高校への直接広報を大事にして
いる専修大学。全学の職員からなる150人の入学アドバ
イザーが20地域530の高校を訪問する。
　同大学は高校訪問を、「まず話を聞いてもらうための土
壌づくり」と考えている。１度の訪問で関係を築くのは無
理なため、１人の担当者が３年連続で訪問する。「短期
間の訪問になりがちだが、大事なのは熱意。一般的に
信頼できる人間から語られる言葉のほうが、耳に入りやす
いものです」と入学センターの寺田泰夫部長は語る。
　地方の高校生が置かれている環境を実感するため、
交通事情が悪くてもあえてバスや徒歩で移動することも
ある。スカラシップ入試の定員拡大は、高校訪問で聞い
た「経済的な理由から首都圏への進学を諦めざるを得な
い」というリアルな声から生まれたものだ。
　「高校訪問を通じて高校には、高大接続改革に向け
どんな課題があるのか、話を聞きたい。そうでないと大学
の独りよがりな改革になってしまう。現場の人間同士が
本音で意見をぶつけあい、生徒ファーストの視点で教育
連携を図っていきたい」。（寺田部長）

高
校
の
評
判
が
高
い
大
学
に

共
通
す
る
点
は
？

高
校
教
員
は
入
試
を
通
じ
て

大
学
を
評
価
し
て
い
る

高
校
と
の
信
頼
関
係
の
築
き
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

大学の中身を知ってもらう以前に
まずは土壌づくりが大切
専修大学

進
路
選
択
へ
の
高
校
教
員
の
関
わ
り
の
変
化

ニーズ・要求の変化

〜
高
校
教
員
は
大
学
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

進路に対する意欲や学力は生徒によって異なり、
結果的に志望する大学に進学させているだけ。
特に都市部は、進路指導、受験指導の中心は塾・
予備校が中心に担うという意識

高校卒業後
の進路は

入学後、どれだけ生徒の意欲・学習習慣と学力を
高めることができたかという点で高校がより評価される。
都市部でも学校・高校教員の生徒への
関与度が高まる

ひ
と
昔
前

現
在

進
路
保
証

【図１】高校訪問の頻度が最も高い大学／
　 高校への情報提供が最もわかりやすい大学

【図2】教育改革に前向きだと感じる大学／
   送り出した生徒が最も成長すると感じる大学  

＊ベネッセコーポレーション調べ
  回答者：高校教員＜進路指導担当中心＞４６５人  
＊調査対象とした大学は、同じエリアに所在する入試難易度がほぼ同レベルの私立大学  
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「自己責任」 

高校卒業後
の進路は 「学校責任」 

高校教員の大学への要望の例
●大学説明会の際、最も聞きたいのは入試内容。
スライドもなく早口で説明するのはやめてほしい。

●一般入試の合格最低点を開示してほしい。

●大学入学共通テストや英語４技能検定が各大
学の入試にどう関わってくるのか、早めに知りたい。

●進学実績のない高校、少ない高校には大学は来
ない。また、高校が実施する進学イベントにも参加し
てもらえない。大学の事情もわかるが、つながりを深
めたいので積極的に来てほしい。

●外部業者を通して模擬授業を依頼しても、来ても
らえない大学がある。以前勤務していた高校は、進
学実績があったため、来てもらえた。今のところ実績
はないが、これから生徒にめざしてほしいと思う大学
には、ぜひ来てほしい。

●大学説明会に参加したが、他大学と比べ職員の
説明がうまく伝わってこなかった。担当者の話の質
向上を期待したい。

●学部によって特に推薦入試の事務面での取り
扱いが異なる。統一できるものは統一を。

●スピードを持った学部改革と入試説明会実施を
求む。

進
路
指
導

構成／編集部　文／本間学

イラスト／イデシタタケシ

＊高校教員の評判調査結果による

＊


